
 

 

 

 

 

 

 

自分という花を咲かせるために 

校長  密谷 由紀 

 

校門付近の桜のつぼみが少しずつふくらみ始めています。冷たい空気の中にも、一歩一歩、春は

近づいています。 

 

～ 試練と周りの支援 ～ 

桜の花の芽は前年の夏に作られ、秋から冬にかけて一旦、冬眠の状態に

なります。そして、冬に一定の寒さを経験すると眠りから覚めてほころび

はじめます。これを「休眠打破」というそうです。この休眠打破には、

「冬の厳しい寒さ」が必要になります。そして、その後は、気温の上昇とともに花を咲かせます。

開花には「春の暖かさ」が必要なのです。 

本年度を振り返ってみれば、その時々に冬の寒さのような“試練”があり、そして春の暖かさの

ような周りの人の“支え”や“励まし”があったことでしょう。それらすべてが自分自身の成長の

糧です。大人も子どもも私たちみんなが、それぞれの花を咲かせた一年でした。 

 

～ 置かれた場所で咲く ～ 

人生には願いの叶わない場面が少なからずやってきます。高校受験を通して、そのことを感じた

３年生もいるでしょう。「どこで学ぶか」よりも、「何を学ぶか」「周りの人（環境）とどう関わ

っていくか」が重要だと思います。私たち大人も、様々な未来予想図を描きますが、願いが叶わな

かったその時は、ショックを受け落ち込むこともあります。肝心なのは、そこから気持ちを切り替

えて次に向かうことが大切です。まずは自分に与えられた場所で、新たな目標に向かって精一杯努

力しましょう。そして、その場所で自分らしい花を咲かせましょう。 

 

～ 節 目 ～ 

  期末テストを終えた３年生は、いよいよ公立中期入試に向けて最後の追い込みです。その一方で、

すでに進路が決まった子どもたちには、３年生全員の進路が決まるまで落ち着いて取り組める雰囲

気を継続して作ってほしいと思います。 

大山崎町立大山崎中学校 

京都府乙訓郡大山崎町字円明寺小字松田１５ ｰ 1                  
TEL 075-957-1365 FAX 075-954-5337 
http://www.kyoto-be.ne.jp/ooyamazaki-jhs/ 

令和６年度 

３月号 



３年生の皆さん、卒業式は、これまでお世話になった人たちへの“感謝”の気持ちを伝える日で

す。そして、心に決めた新たな目標に向けて歩み出す決意をする場です。3月 14日の卒業式はこ

の大山崎中で過ごした３年間の集大成として、誇りを持って凜とした態度で臨んでください。周り

の方々への感謝の気持ちはぜひ立派な態度で伝えましょう。巣立ちゆく 134名が、夢と希望を抱

いて次のステージに向かって大きく羽ばたくことを心から祈っています。 

 

1，2年生の皆さん、私はこれまで 3月から 4月にかけた一ヶ月間に、大きく成長する生徒を

たくさん見てきました。一ヶ月で急に体が大きくなるわけではありません。急に学力が伸びるわけ

ではありません。成長させた要因は何でしょうか。それはその人の心構えや気持ちの変化ではない

かと思います。意識の持ち方一つで、行動が大きくかわります。修了式を目前に控えた学年末とい

う節目は、進級に対する心構えをつくる大切な時期です。これまで自分が積み上げてきた学びや経

験、仲間と築きあげてきた絆はかけがえのないものです。そのことに自信と誇りをもって、３月は、

新しい学年に向けた心構えを育ててください。一人ひとりの“花”を楽しみにしています。 

 

 

◆  表 彰 関 係 ◆ 

乙訓地方中学校卓球ダブルス大会 準優勝 

   岸本香恋さん（2年）・田中絵茉さん（2年） 

第 70回青少年読書感想文乙訓地方中学校コンクール 優秀賞 

小林慧吾さん（1年）「日々の先にある未来」 

吉田結愛さん（1年）「22号から学んだこと」 

奥田彩希さん（2年）「変身と変化」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈 今後の主な予定 〉 

３月                  ４月 

５日(水) 専門委員会           １日(火) 離任式 

7日(金)  3年公立中期選抜試験     ８日(火) １学期始業式 

      小学生部活動体験        10日(木)  入学式 

11日(火) 情報モラル学習        15日(火)  給食開始 

14日(金) 卒業証書授与式        17日(木)  全国学力学習状況調査 

17日(月) 球技大会１年                    （３年） 

18日(火) 球技大会 2年         28日(月)～ 個人懇談（希望者） 

給食最終日 

24日(月) 修了式  



 

 

令和６年度　生徒アンケート結果
大いにそのよう

に思う
そのように思う

あまりそのよう
に思わない

全くそのように
思わない

① 私は、充実した学校生活を送っている。 37% 49% 12% 2%

② 私は、家庭学習の習慣が身についている。 14% 36% 36% 14%

③ 先生たちは、授業を工夫し、わかりやすい授業に努めている。 31% 55% 13% 1%

④ 私は、進んで授業や行事、部活動に取り組んでいる。 35% 49% 13% 4%

⑤
私と先生のコミュニケーションは十分で、先生は私のことをよく理解してい
る。

22% 52% 22% 5%

⑥ 先生は、社会や学校のルールやマナーの生徒への指導を熱心にしている。 39% 50% 9% 2%

⑦ 先生は、私たちの悩みや相談事に対して話を聴いてくれる。 34% 50% 13% 3%

⑧
先生は、学級や学校での子どもの様子を、保護者にわかりやすく伝えてい
る。（個別連絡、通信、ＨＰ等）

33% 53% 12% 2%

⑨ 先生は、保護者からの連絡や相談に迅速かつ適切に対応していると思う。 30% 58% 10% 2%

⑩ 大山崎中学校は、私たちのための教育活動が実践されており、信頼できる。 31% 56% 10% 3%
 

 

令和６年度　保護者アンケート結果
大いにそのよう

に思う
そのように思う

あまりそのよう
に思わない

全くそのように
思わない

① 私の子どもは、充実した学校生活を送っている。 36% 55% 8% 2%

② 私の子どもは、家庭学習の習慣が身についている。 16% 27% 42% 15%

③ 先生は、授業を工夫し、わかりやすい授業に努めている。 14% 69% 16% 0%

④ 私の子どもは、進んで授業や行事、部活動に取り組んでいる。 38% 50% 9% 2%

⑤
先生と子どものコミュニケーションは十分で、先生は子どものことをよく理
解している。

21% 61% 16% 2%

⑥ 先生は、社会や学校のルールやマナーの生徒への指導を熱心にしている。 24% 61% 13% 2%

⑦ 先生は、生徒の悩みや相談事に対して話を聴いてくれる。 23% 60% 14% 3%

⑧
先生は、学級や学校での子どもの様子を、随時わかりやすく伝えている。(個
別連絡、通信、HP　等)

25% 55% 17% 3%

⑨ 先生は、保護者の連絡や相談に迅速かつ適切に対応している。 32% 58% 9% 1%

⑩ 大山崎中学校は満足できる教育活動が実践されており、信頼できる。 24% 63% 8% 4%
 

 

学校評価「保護者アンケート」にご協力いただきありがとうございました。 

アンケートでは、項目２で、半数以上の方が「あまりそのように思わない・全くそのように思わ

ない」という回答でした。生徒自身の回答も同じ傾向でした。 

「家庭学習の習慣化」が大きな課題になっています。「家庭学習の習慣化」には、授業で学習し

た内容の定着、興味を持った学びの深化、自己統制力の育成などの意義があります。本校の生徒に

は、授業以外の場面でも学ぶことが楽しいと実感し、様々な学びを体験してほしいと考えています。

この課題につきましては、全教職員で共通理解を図り、よりよい方策・支援を探り、取り組んでま

いります。 

皆さまからいただきました回答とご意見につきましては、今後の教育実践に取り入れ、より良い

学校づくりに生かしていきたいと考えています。 
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